
秋田県衛生科学研究所報、 48、54~58(2005) 

卵の脂質に関する調査研究

松田恵理子 松渕亜希子 小林淑子 武藤倫子

特殊卵の表示実態を調査し、併せて栄性成分分析を行い表示内容と比較検討した。また、脂質代謝に効果があると

されている杜仲茶を添加した飼料で飼育した鶏卵の脂質変化を調査した。杜仲茶添加飼育は 3群とし、添加率を各々飼

料の 0%、 1%、 3％とした。

その結果、特殊卵に記載されている栄投表示値のなかには、分析結果と大きく異なったものがあり、その原因として

は転記ミス等が推察された。また、杜仲茶添加による鶏卵のコレステロール量及びn-6系脂肪酸と n-3系脂肪酸の比

(n-6/n-3)は、添加3％群で他の 2群より低下傾向を示した。
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I 目的

鶏卵（卵）は栄獲価が高く、しかも低廉である。市場

では健康志向に着目した種々の特殊卵が市販されている。

しかし、メーカーによって表示方法は様々であり、消費

者にとって分かりにくい。

一方、栄養改善法（現健康増進法）が改訂されて「コ

レステロールに関わる強調表示基準」が設定された心

健康志向が高まるなか、コレステロール (CHO)、脂肪

酸等の表示は食品を選択するうえで重要な情報であり、

卵のコレステロール凩あるいは脂肪酸量等を餌の成分で

変えることができれば消費者のニーズに合った卵の生産

にも結びつく。

杜仲は中国原産の落葉高木で、葉を焙煎した杜仲茶は

血圧上昇抑制作用があるとして健康茶に用いられてい

る2)。また、飼料に杜仲茶を混合して生育させた豚の皮

下脂肪および腸管膜脂肪に、額著な融点低下を認めたこ

とが報告されている 3)0

そこで、市販されている特殊卵及び普通卵の脂＇員組成

を化学分析により正確に把握し、成分表示との関連につ

いて比較検討した。また、鶏の飼料に杜仲茶を添加し、

鶏卵の脂質組成に与える影曹について検討したところ、

若干の知見が得られたので報告する。

rr 調査方法
1.表示調査

1)特殊卵調査：各種特殊卵の脂質に関する表示内容

をインターネットで調査した。又、一般に市販され

ている普通卵および特殊卵を化学分析し、表示値と

比較した。

2)試料：市販特殊卵16検体 (7種）、普通卵29検体

3)項目：卵煎、卵黄重、コレステロール、脂肪酸
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分析脂肪酸；ミリスチン酸 (C14)、パルミチン酸

(C16)、パルミトレイン酸（C16:1）、ヘプタデカン

酸 (C17)、ステアリン酸（ClB)、オレイン酸 (C18:

l)、 リノール酸（C18:2)、aーリノレン酸（C18:3)、

アラキドン酸 (C20:4)、エイコサペンタエン酸

(EPA、C20:5)、 ドコサペンタエン酸 (C22:5)、 ド

コサヘキサエン酸 (DHA、C22:6)

4)分析方法：脂質成分は卵黄10個を混合して測定し、

卵頂及び卵黄重を用いて全卵100gあたりの浪度

(mg)で算出、これを 1検体の値とした。

脂肪酸は「栄挫表示甚準における栄養成分等の分

析法について＂」及び「五訂日本食品成分表分析マ

ニュアルの解説む」に従った。

2.杜仲茶添加飼育調査の前実験

l)調査期間：平成12年9月～13年 4月

2)試料：市販の普通卵、比内鶏及びホワイトレグホ

ン (W.L.)の卵

3)項目： II 1.3)に同じ

4)分析方法： Il 1. 4)に同じ

3.杜仲茶添加飼育調査

l)調査期間：平成13年12月～14年6月

2)試料： W.L.の卵

鶏卵の脂質組成が安定する頃に、 W.L.を3群に

分けて（試料に杜仲茶を添加しない 0％群50羽、添

)JIl1％群25羽、添加3％群25羽）飼育し卵を採取し

た。また、卵の採取は、飼育開始後 1週間経過後を

第 1回目とし、その後2週間に 1回を目安に各群10

個づつを採取し、分析に供した。

3)項目：産卵率、他はIl 1. 3)に同じ

4)分析方法：産卵率は (1ヶ月間の産卵個数／ 1ヶ

月間の延べ生存羽数）XlOOから算出、他はII 1. 4) 



に同じ

m 結果と考察
1.表示調査

1)特殊卵のコレステロール及び脂肪酸表示

特殊卵に記載されている表示内容をインターネット

で調査した結果を表 lに示した。各メーカーで表示方

法が異なっており、食品単位は卵黄及び全卵あたりの

2種類、単位はmg、g、％の 3種類であった。さらに

数値を示さず「低コレステロール」、「一般卵より x%

減、通常のy倍」等の表示もあった。多価不飽和脂肪

酸については、 DHA、C18:3、C18:2、EPAについて

表示されており、同様に表示方法は様々であった。栄

養表示基準は一般表示と強調表示に分けられ、特殊卵

の脂質内容に関する部分は強調表示に該当する。強調

表示は絶対表示と相対表示があり、コレステロールに

ついては相対表示が適用される。即ち、比較した食品

に比べ100gあたり20mg以上低減され、かつ飽和脂肪

酸の含有呈が食品100gあたり1.5g以上低減されるこ

ととなっている＇）。調査した表示にはコレステロール

呈と飽和脂肪酸量を併記したものはなく、また相対表

示の低減に適したものもなく、比較対象なしの「低コ

レステロール」や「一般卵より x％減」といった栄養

表示甚準に適合しない表示がみられた。さらに食品単

位があいまいな表示もみられた。

2)特殊卵の脂肪酸表示値と分析値等の比較

栄養表示基準において、表示値は分析値だけでなく

理論値の記載も認められており、結果として表示値が

正確であれば良いとされている因表示値の正確さを

検討するために、特殊卵16検体 (7種）、普通卵29検

体について、表示値、分析値、食品成分表からの計算

値の比較を行い、結果を表2に示した。 DHAの表示

があったA卵は表示が600mg/100gであったが、実際

の分析値は105.8~138.8mg/100gとかなり低いレベル

であった。また、比較表示の普通卵は125mg/100gで

食品成分表からの計算値及び市販卵の分析値と大差は

表1 特殊卵の表示内容調査（件数）

こ；：～～～二竺戸 I 
多価不飽和脂肪酸

コレステロール II DHA ！ リノール酸 aーリノレン酸 EPA 

卵黄100g中のmg 2 I 2 i 1 1 
卵黄100g中のg 1 I i 

全卵（可食部） 100g中のmg 21 | 18 
I 

， 1 
I 

全卵（可食部） 100g中のg 2 1 2 
卵1個あたりのmg

I 1 
％ 3 l 1 

mg 6 ！ 
脂質9.8％の％

I 
1 1 1 

l低コレステロール 5 I I I 

I 一通般常卵のよy倍りx％減 3 I 
i 

http:/ /homepage3. nifty.com/ takakis2/ tokusyu.h tm 

表2 特殊卵の表示と分析値の比較 単位：mg/100g 

I 脂肪酸成分名 ドコサヘキサエン酸 リノール酸 aーリノレン酸 エイコサペンタエン巖
| (DHA、C22:6) (C18:2) (C18:3) (EPA、C20:5)

卵（メーカー、生産者別） A卵 B卵 c卵 D卵 E卵 F卵 c卵

表示値 600 260 360 4460 160 700 40 
商品表示

比較表示
125 90 100 1300 40 

゜（普通卵）
i 

分析値（n=1, 4) 105~138.8 190~308.1 
493.3 883~1770 170 

I 
1091 59 

分析値 （平均値） (133.2) (253.6) (1770) 
計算値 食品成分表からの

164 1220 27 

゜
計算値・

普通卵分析値 50.3~265.5 883~1770 17.3~56.9 0.3~11.8 
（平均値、 n=29) (85.8) (1220.0) (28.8) (1.7) 

＊食品成分表からの計算値（mg／全卵100g）＝全卵の総脂肪酸量(g/lOOg)X脂肪酸総量100g当たりの脂肪酸(g)X 1000 
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なかった。そこで、表示値の根拠を検証するために成

分分析書を確認したところ、 1枚の成績内のなかに複

数の単位が混在していた。即ち、 600mg/100gは卵黄

あたりの分析値であり、転記の際に誤って全卵あたり

と表示したものと推察された。 B卵は表示が260mg/

100 gに対して分析値が190.0~308.lmg/100g、平均

253.6mg/100 gとほぼ一致していた。 C卵は表9Jくが360

mg/100 gに対して分析値は493.3mg/100gと表示値を

上回っていた。 C18:2の表示があったD卵の場合、表

示値は普通卵の 3~5倍程度であり、比較表示の普通

卵、食品成分表からの計算値より高かった。分析値は

普通卵とほぼ同じ値であった。 A卵と同じ生産者であ

ることから、成分分析書の確認により転記ミスが推測

された。 C18:3の表示があったE卵は表示値160mg/100

gと分析値の170mg/100gがほぼ一致し、また比較表

示の普通卵、食品成分表からの計算値、普通卵の分析

値のいずれよりも高かったことから表示は妥当と判断

された。逆に F卵は表示値700mg/100gに対し、分析

値が109lmg/100gと高く、また、食品成分表からの

計算値と比較してもかなり高く、生産段階でC18:3を

多く含むものの添加が推定された。 EPAの表示があっ

たC卵は表示値40mg/100g、分析値59mg/100gで普

通卵の分析値l.7mg/100gとの差が大きく、 EPAを多

く含む飼料の添加が推定された。栄養表示枯準が施行

されたことにより、食品の栄養表示に一定のルール化

が図られ、消伐者が食品を選択する上で情報が得やす

くなったとされている。しかし、実際には食品の表示

方法はメーカー側に任せられているため、同じ食品で

も同ーでなく、特殊卵の表示も複雑であったり、正確

さに欠けるものがあった。今後は、表示方法の統一等、

特殊卵の栄蓑表示の一元化が必要と考えられた。

2.杜仲茶添加飼育調査の前実験

杜仲茶添加飼育調蒼の前段として普通卵、 W.L．及び

比内鶏の各卵について脂質含有量調査を行った。

1)普通卵のコレステロール量

一般に市販されている普通卵のコレステロール量は

333.9~517.6mg/100 g、平均399.0mg/100gであった。

今回の結果では、卵によるバラッキが大きいものの、

li.il食品成分表むの鶏卵のコレステロール値 (420mg

/100 g)に比較して実測値の平均は低値を示した。

栄促闘査や食事指導の際には食品成分表の値を使用し

ているが、普通卵のコレステロール量は大きくばらっ

いており、食品成分表の値と実際のコレステロール駄

は対応していない結果であった。食餌性コレステロー

ルが、 Iilli青コレステロールに与える影響はおよそ20%

で、残りは肝臓で合成される 8)ため、摂取による影評

は少ないといわれている。しかし、鶏卵は低廉で栄挫

価が高く、摂取頻度が高いため、 llll消コレステロール

が高値の人にとってはコレステロール摂取呈を 1日300

mg以下におさえるためにも考慮したい食品である円）。

生産サイドでもコレステロールhtを下げたり、脂質組

成を変えることで付加価値を高めることを目的に餌や

飼育方法を検討しており、そのため市場に流通してい

る鶏卵のコレステロール駄は五訂食品成分表の値より

少ない状況であったものと推察された。

2)普通卵の脂肪酸組成

一般に市販されている普通卵についてC14~C22:6

を分析したところ、生産者やメーカーによる大きな迩

いはなく、いずれもCI6、C16:l、C18、CI8:l、C18:2、

C20:4、C22:6が多く含まれていた。最も多く含まれて

いたのはC18:1、次いでC16であった。また、同一種

の卵について各々季節変動をみたところ、いずれも大

きな差はなかった。次に、脂肪酸組成を五訂食品成分

表の組成と比較したところ、 C22:6の分析値は平均で

およそ1.0%(0.6~1.3)であり五訂成分表の1.8％値

よりは低かった。その他はほとんど同じであった。

3)産卵開始後の鶏卵コレステロールの経日変化

産卵開始直後から、 W.L．と比内鵠の卵のコレステ

ロール偵の変化をみた（図 l)。W.L.の卵のコレス

テロール駄は約90日まで上昇し、その後ほぼ一定にな

る傾向がみられた。比内鶏の場合は90日頃に一時安定

するものの、その後さらに増加傾向を示し、 170日前

図 1 産卵開始後の全卵コレステロール団の変化
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後から一定になった。また、コレステロール量はvV.

L.が364.9~470.5rng/100g、比内鶏が419.5~528.Srng/

100 gで、平均値は各々470.5rng/100g、 523.7rng/100

gであり、種差が認められた。

3.杜仲茶添加飼育調査

鶏は暑さ寒さに弱く、冬期に産卵率が低下するのが一

般的である。しかし、添加3％群は 0%、 1％群に比べ

冬期の落ち込みが少なく、春に向けて回復が著しかった

（図 2)。この原因は明らかではないが、杜仲茶の効果も

否定できない。コレステロール量は、各群とも産卵開始

直後から増減を繰り返しつつ増加し、 9週まで差はみら

れなかった。しかし、 15.6週以降から 3％群が 0％群、

1 ％群より低下する傾向がみられた（図 3)。これらの

結果では0％群と 1％群の差が明確ではなかったものの、

3 ％群が他の 2群に比較して低かったことからコレステ

ロール低下に杜仲茶が関与していることが推察された。

脂肪酸組成については、 C22:6(DHA)等のn-3系多価

不飽和脂肪酸が0％群、 1％群より 3％群で高い傾向が

みられ（図 4)、またC18:2等のn-6系多価不飽和脂肪酸

は0％群より 1％群、 3％群で各々低い傾向がみられた

（図 5)。このことから、 n-6系脂肪酸と n-3系脂肪酸の

比 (n-6/n-3)は、 3％群で、 0%、 1％群より減少す

る傾向がみられた（図 6)。これらの結果から、杜仲茶

はコレステロールの低下及び脂肪酸組成に効果のあるこ

とが示唆された。

コレスレロール低下等による動脈硬化予防の観点から、

リノール酸の摂取を増やすという栄養指導が行われ、卵

も含めた各種食品にリノール酸が添加されたことがあっ

た。しかしリノール酸は長期的には血清コレステロール

の低下に関与しないことがわかった10)。さらに、リノー

ル酸の過剰摂取は代謝過程でアラキドン酸の増加を招き、

アラキドン酸由来のエイコサノイドの産生過剰や脂肪酸

バランスの変化が血栓性を上げ、逆に動脈硬化疾患を増

やすことが明らかになった叫このため現在は、 n-3系

脂肪酸とn-6系脂肪酸のバランスが重視されるようになっ

た。表 l及び表2に示したように市場に出回る特殊卵に

もn-3系脂肪酸を増やし、付加価値を付ける傾向が見ら

れている。このような背景において、今回我々が検討し

た杜仲茶添加飼育の卵はコレステロール蛍は低めに、さ

らに脂肪酸組成バランスが従来のものより改良され、消

費者のニーズに見合ったものになることが考察された。

IV まとめ

1.インターネットによる表示調査では栄養表示碁準に

適合しない表示が見られた。

2.特殊卵の表示内容では、分析結果と表示内容が明ら

かに異なっているものがあり、その理由としては転記

図3 杜仲茶添加飼育による鶏卵コレステロール且の変化
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図4 杜仲茶添加飼育卵の脂肪酸組成の推移（n-3)
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図5 杜仲茶添加飼育卵の脂肪酸組成の推移 (n-6)
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ミス等が考えられた。

3. 普通卵のコレステロール鼠は、平均で399.0mg/100 

g (333.9~517.6mg/100 g)と五訂食品成分表の値

(420mg/100 g)より低い結果であった。

4.一般に市販されている普通卵の脂肪酸の分析結果で

は、生産者やメーカーによる違いはほとんどなく、多

いのはC16、C16:1、Cl8、C18:l、Cl8:2、C20:4、C22:

6であり、最も多く含まれていたのは Cl8:1、次いで

Cl6であった。

5. 産卵開始直後からの競卵のコレステロールfil:の経日

変動をみたところ、 W.L.はおよそ90日で一定になっ

た。比内鶏は、およそ90日で一時安定したものの、そ

の後さらに高くなり、 170日前後に一定になり、種差

がみられた。

6. 杜仲茶添加飼育卵はコレステロールiit及びn-6系脂

肪酸とn-3系脂肪酸の比（n-6/ n-3)が、 3%群で、

0%、1％群より減少する傾向がみられ、杜仲茶はコ

レステロール量の低下及び脂肪酸組成の変化に効果の

あることが示唆された。

稿を終えるにあたり、鶏卵の提供並びに杜仲茶添加飼

育調査に多大なるご協力をいただいた、秋田県畜産試験

場の利部征夫、石塚条次並びに力丸宗弘の各氏に、限＜

お礼申し上げます。
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